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TVM問題:配線領域R ， R の境界上に置かれた端子の集合，およびネット(同電位に接続すべき端









的とする配線を行う時間計算量 o (n 2) のアルゴリズムが知られている O この章では，既存のアルゴリ
ズムを基に，より適用範囲の広い二つのアルゴリズムを提案するO 一つは， R にモジュールが存在せず，
ネット族が多端子ネットを持つ場合に適用できる時間計算量 o( (h ・ t ) 2) のアルゴリズム。もう一
つは， R にモジュールが一つ存在し，ネット族が二端子ネットしか持たない場合に適用できる時間計算
量 O(nつのアルゴリズムである。ただし， n は与えられるネットの数， t は与えられる端子の数， h 
は一つのネットに含まれる最大の端子数とするO
第 3 章では， TVM問題の局所最適解を求める方法について述べる o (i) R にモジュールが存在せ
ず，ネット族は二端子ネットしか持たず，配線層が二層である場合， (坦) R にモジュールが存在せず，
ネット族は多端子ネットを持ち配線層が二層である場合， (温) R にモジュールが一つ存在し，ネッ
ト族は二端子ネットしか持たず，配線層が二層である場合のそれぞ、れについて， TVM問題の局所最適
解を求める，時間計算量がそれぞれ o (n3/ 2) , 0 ( (h ・ t) 3/2) , 0 (nつであるようなアルゴリズムを提
案するo この章でいうところの局所最適性とは( i ) (温)についてはビアの集合の極小性であり， (並)
については若干それとは違った意味で定義されているO
第 4 章では， R にモジュールが一つ存在し，配線層が k (ミ 2) 層で， R の外周上の端子とモジュー
ルの外周上の端子からなるような二端子ネットしか存在しない場合について，与えられたネットすべて
をビアを用いないで配線できるかどうかを判定する時間計算量 O(n k - 1) のアルゴリズムを提案するO
論文審査の結果の要旨















データ構造が簡明であるアルゴリズムを提案している o さらに，配線領域が窓を一つ持ち各ネットが 2
端子ネットである場合について，二層での局所最適解を求めるアルゴリズムを与えるとともに， k 層を
用いてビアなしで全体を実現できるかどうか判定する問題に対する従来より高速のアルゴリズムを提案
-540-
している。
これらの研究成果はVLSI およびプリント配線のレイアウト設計に寄与するところが大きく，学位
論文として価値あるものと認める O
